
 

 

 

 

 

「後悔しない選択と新年を迎えるにあたって」 鳥栖田代分校教頭 大川 和広 

❶あなたが好きな麺類は？ Ａ：うどん ／ Ｂ：ラーメン 

 ❷あなたが好きな女優は？ Ａ：今田美桜 ／ Ｂ：浜辺美波 

 ❸あなたが来年応援したいプロ野球チームは？ Ａ：オリックス ／ Ｂ：阪神 

私が選択したのは、❶Ｂ、❷ＡとＢ、❸Ｂです。みなさんはいかがでしたか？ 

❶～❸のような選択で迷う人はそれほど多くはないでしょう。しかし、長い人生の岐路に立った時

には複数の選択肢から選ばなくてはならないことがあります。選択する時に重要となることは何で 

しょうか。様々あるかと思いますが、私は後悔しない選択（主体的な選択）を心がけています。 

みなさんは中原特別支援学校で学ぶことを決めた時、どんな気持ちで選択しましたか？将来の生き

方を選択する時はどんな気持ちで選択しますか？後悔しない選択をしてもらいたいと思います。 

 ❸でＢを選んだものの、実は私、今年はＡを選択しました。見事パ・リーグ優勝。でも来年はＢを

選択します。セ・リーグ優勝間違いないでしょう。まもなく丑年が終わり、寅年を迎えます。虎視

眈々と将来を見据えて主体的な選択ができるようにしましょう。よい新年をお迎えください。 

 

「秋を満喫🍃嬉野への校外学習」 本校舎小学部 6年生 

 昨年度に続き、今年度も修学旅行が中止になってしまった 6年生。代替として嬉野まで校外学習に行

きました。肥前吉田焼窯元会館で絵付け体験。お皿に筆やスタンプ、クレパスを使って好きな絵や模様

を描き、オリジナルの皿が完成しました。出来上がりが楽しみです。 

 ランチはホテル桜。子どもたちが好きな、ハンバーグやエビフライ、から揚げにデザートのスイーツ

も付いていて、おなかいっぱいになりました。食べ終わってから、売店で買い物をして、さらに、学校

に着くとお菓子のお土産をもらいました。楽しい、嬉しい一日でした。 

 

 

「現場実習」  本校舎中学部 Ｃ課程 3年  

  １１/２９（月）から１２/３（金）までの 5日間、現場実習を行いました。 

初めて学校外での実習は、慣れない場所や作業内容、そして作業所の方々との生活に不安でいっぱいで

したが、それぞれの作業所で大変よくしていただき、充実した毎日を過ごすことができました。今回の

実習で良かった点、足りなかった点をしっかりと振り返り、今後の学校生活の中で目標をもって過ごす

ことができるように頑張っていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

～コロニーみやき～  ～ふれあいかん～  ～吉野ケ里作業所～  ～はな～ 
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「現場実習報告会」 本校舎高等部 

１２月４日（土）は土曜参観を行い、現場実習の報告を行いました。この日に向けて一生懸命発表の練

習をしてきました。人前で発表することは緊張が大きかったと思いますが、練習の成果を十分に発揮し、

堂々と発表することができました。今回の経験を次に活かし、益々の成長を期待しています。 

 

「ありがとうを伝えよう」 分校舎 

１１月２３日は「勤労感謝の日」。日頃お世話になっている病棟スタッフの方に感謝の気持ちを伝え

るために、東佐賀病院内で合同学習会を実施し、感謝のカードを作りました。それぞれの病棟で、一人

一人が作ったカードを持ち寄り、台紙に順番に貼りました。カードには、「いつもありがとう」などのこ

とばやかわいいイラストがかかれていました。また、「朝いちばんはやいのは」「どんなお仕事あるのか

な？」などの歌をみんなで歌いました。活動中には笑顔が見られ、楽しい時間を過ごすことができまし

た。完成したカードは、後日、病棟の師長さんにお渡ししました。 

 

 

 

 

 

 

「晴天のもと、様々な学習をしました。」 鳥栖田代分校 

よく晴れた日が続き、小学部では公園に秋を探しに出かけたり、買い物学習の成果としてコンビニエ

ンスストアに買い物に行ったりしました。みんなで校外に行くのは久しぶり。並んで歩いていくのも楽

しんでいる様子でした。中学部では、11月 2日から 8日間、校内実習を実施しました。働く意欲をもつ

ことを目的に、将来の就労生活に近い体験を通して、働くことの意義を知りました。普段と違った学校

生活から、一人一人が“働く”ことを考えました。 

 

 

 

 

本校舎ＰＴＡ 

11 月 13 日（土）「防災キャンプ」、 

11 月 27 日（土）「バルーン係留体験搭乗」 

  天候に恵まれ、それぞれ参加者は 60名を超え 

ました。晩秋の空の下、親子で楽しく活動ができ    「下から見たバルーン」 「みんなで片付け」  

ました。「子供が取り組みやすいように工夫されて 

いて、良かった。（キャンプ）」「気球を膨らますと 

ころからじっと見ていました。乗る時も音に嫌がる 

こともなく過ごせました。（バルーン）」と保護者か 

らも好評を得ていました。              「段ボールでピザ」    「竹パン」 

 

 


